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(57)【要約】
【課題】　メニュー間の戻り操作をすることなく、コン
テンツファイルに対して不許可属性が与えられた処理に
ついては実行を試みることなく、コンテンツファイルに
対して許可属性が与えられた処理のみを利用者が実行可
能な携帯情報処理装置を提供する。
【解決手段】　コンテンツデータを対象としてある処理
を行うことが許可されているか否かを示す属性をそのコ
ンテンツデータに付与して記憶装置に保存する。記憶装
置に保存されたコンテンツデータの一覧を画像表示装置
にて表示する。表示されたコンテンツデータ一覧の中か
らコンテンツデータを選択する操作を入力装置にて受け
付ける。選択したコンテンツデータの属性の一覧を画像
表示装置にて表示する。その際に許否の値に応じて異な
る表示形態として表示する。属性の許否の値に応じてそ
の属性に対応する処理の実行乃至不実行を演算処理装置
にて判定する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記憶装置、画像表示装置、入力装置及び演算処理装置を備える携帯情報処理装置におけ
るコンテンツデータの処理方法において、
　そのコンテンツデータを対象としてある処理を行うことが許可されているか否かを示す
属性を付与してコンテンツデータを前記記憶装置に保存する段階と、
　前記記憶装置に保存されたコンテンツデータの一部乃至全部からなる一覧であるコンテ
ンツデータ一覧を前記画像表示装置にて表示する段階と、
　表示された前記コンテンツデータ一覧の中から一の前記コンテンツデータを選択する操
作を前記入力装置にて受け付ける段階と、
　選択された一のコンテンツデータに対して付与されている前記属性の一部乃至全部から
なる一覧である属性一覧を、許可の値を有する属性と不許可の値を有する属性とを異なる
表示形態として前記画像表示装置にて表示する段階と、
　前記属性の許否の値に応じて、その属性に対応する処理の実行乃至不実行を前記演算処
理装置にて判定する段階と
を含むことを特徴とするコンテンツデータの処理方法。
【請求項２】
　請求項１に記載のコンテンツデータの処理方法において、前記判定段階は、
　前記属性一覧の中から一の前記属性を選択する操作を前記入力装置にて受け付ける段階
と、
　選択された一の属性に対応する処理の実行乃至不実行を、当該属性の許否の値に応じて
前記演算処理装置が判定する段階と
を含むことを特徴とするコンテンツデータの処理方法。
【請求項３】
　請求項１に記載のコンテンツデータの処理方法において、前記演算処理装置は、前記入
力装置を介して行われる入力であって、前記画像表示装置に表示された前記属性一覧の中
から値が許可である属性を選択する入力を受け付ける一方、値が不許可である属性を選択
する入力を受け付けないことを特徴とするコンテンツデータの処理方法。
【請求項４】
　請求項1に記載のコンテンツデータの処理方法において、前記携帯情報処理装置は前記
入力装置の少なくとも一部としてソフトキーを備え、前記属性一覧は前記ソフトキーの押
下に応じて前記画像表示装置にて表示されることを特徴とするコンテンツデータの処理方
法。
【請求項５】
　請求項1に記載のコンテンツデータの処理方法において、前記コンテンツデータは、画
像、音声、動画のいずれかであることを特徴とするコンテンツデータの処理方法。
【請求項６】
　請求項1に記載のコンテンツデータの処理方法において、前記属性は、コンテンツデー
タが前記記憶装置に最初に保存される際に付与されることを特徴とするコンテンツデータ
の処理方法。
【請求項７】
　記憶装置、画像表示装置、入力装置及び演算処理装置を備える携帯情報処理装置の演算
処理装置にて実行されるプログラムにおいて、
　そのコンテンツデータを対象としてある処理を行うことが許可されているか否かを示す
属性を付与してコンテンツデータを前記記憶装置に保存する手順と、
　前記記憶装置に保存されたコンテンツデータの一部乃至全部からなる一覧であるコンテ
ンツデータ一覧を前記画像表示装置にて表示する手順と、
　表示された前記コンテンツデータ一覧の中から一の前記コンテンツデータを選択する操
作を前記入力装置にて受け付ける手順と、
　選択された一のコンテンツデータに対して付与されている前記属性の一部乃至全部から
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なる一覧である属性一覧を、許可の値を有する属性と不許可の値を有する属性とを異なる
形態として前記画像表示装置にて表示する手順と、
　前記属性の許否の値に応じて、その属性に対応する処理の実行乃至不実行を前記演算処
理装置にて判定する手順と
を前記演算処理装置にて実行させるためのプログラム。
【請求項８】
　請求項７に記載のプログラムにおいて、前記判定手順は、
　前記属性一覧の中から一の前記属性を選択する操作を前記入力装置にて受け付ける手順
と、
　選択された一の属性に対応する処理の実行乃至不実行を、当該属性の許否の値に応じて
前記演算処理装置が判定する手順と
を含むことを特徴とするプログラム。
【請求項９】
　請求項７に記載のプログラムにおいて、前記判定手順は、前記入力装置を介して行われ
る入力であって、前記画像表示装置に表示された前記属性一覧の中から値が許可である属
性を選択する入力を受け付ける一方、値が不許可である属性を選択する入力を受け付けな
いことを特徴とするプログラム。
【請求項１０】
　請求項７に記載のプログラムにおいて、前記携帯情報処理装置は前記入力装置の少なく
とも一部としてソフトキーを備え、前記属性一覧は前記ソフトキーの押下に応じて前記画
像表示装置にて表示されることを特徴とするプログラム。
【請求項１１】
　請求項７に記載のプログラムにおいて、前記コンテンツデータは、画像、音声、動画の
いずれかであることを特徴とするプログラム。
【請求項１２】
　請求項７に記載のプログラムにおいて、前記属性は、コンテンツデータが前記記憶装置
に最初に保存される際に付与されることを特徴とするプログラム。
【請求項１３】
　携帯情報処理装置において、
　そのコンテンツデータを対象としてある処理を行うことが許可されているか否かを示す
属性を付与してコンテンツデータを保存する記憶装置と、
　前記記憶装置に保存されたコンテンツデータの一部乃至全部からなる一覧であるコンテ
ンツデータ一覧を表示する装置であって、一のコンテンツデータに対して付与されている
前記属性の一部乃至全部からなる一覧である属性一覧を、許可の値を有する属性と不許可
の値を有する属性とを異なる形態として表示する画像表示装置と、
　表示された前記コンテンツデータ一覧の中から一の前記コンテンツデータを選択する操
作を受け付ける入力装置と、
　前記属性の許否の値に応じて、その属性に対応する処理の実行乃至不実行を判定する演
算処理装置と
を備えることを特徴とする携帯情報処理装置。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の携帯情報処理装置において、
　前記入力装置は、前記属性一覧の中から一の前記属性を選択する操作を受け付け、
　前記演算処理装置は、選択された一の属性に対応する処理の実行乃至不実行を、当該属
性の許否の値に応じて判定する
ことを特徴とする携帯情報処理装置。
【請求項１５】
　請求項１３に記載の携帯情報処理装置において、前記入力装置を介して行われる入力で
あって、前記画像表示装置に表示された前記属性一覧の中から値が許可である属性を選択
する入力を受け付ける一方、値が不許可である属性を選択する入力を受け付けないことを
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特徴とする携帯情報処理装置。
【請求項１６】
　請求項１３に記載の携帯情報処理装置において、前記入力装置の少なくとも一部として
ソフトキーを備え、前記属性一覧は前記ソフトキーの押下に応じて前記画像表示装置にて
表示されることを特徴とする携帯情報処理装置。
【請求項１７】
　請求項１３に記載の携帯情報処理装置において、前記コンテンツデータは、画像、音声
、動画のいずれかであることを特徴とする携帯情報処理装置。
【請求項１８】
　請求項１３に記載の携帯情報処理装置において、前記属性は、コンテンツデータが前記
記憶装置に最初に保存される際に付与されることを特徴とする携帯情報処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、携帯電話端末、ＰＨＳ端末、ＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄａｔａ　Ａｓｓ
ｉｓｔａｎｃｅ）等の携帯情報処理装置のメニュー表示に関し、画像ファイル、音声ファ
イル、動画ファイル等のコンテンツファイルに対して、メールへの添付、編集、他装置へ
の送信等の処理を許可するか否かを示す属性を付与する携帯情報処理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、携帯電話端末、ＰＨＳ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｈａｎｄｙ－ｐｈｏｎｅ　Ｓｙｓｔ
ｅｍ）端末等の移動通信端末において、著作権保護等の観点から、内部乃至外部メモリに
格納しているデータがコピーや移動等の操作の対象となるか否かを示す属性をデータに付
与することが行われている。
【０００３】
　これに伴い、各ファイルに付与した属性を表示する処理や、属性によって許可される場
合とされない場合がある処理が提供されている。属性に応じて許可を制限する処理の例と
しては、デジタルカメラを内蔵する携帯電話端末において、内蔵デジタルカメラを用いて
撮影した画像についてはメールに添付する操作を許可する一方、ネットワークからダウン
ロードして取得した画像については許可しない、といったことがある。
【０００４】
　このような、移動通信端末においてデータの属性に応じてそのデータに対する操作を制
限する従来の技術について、図９を参照して説明する。図９Ａにはフォルダ「ｈａｔｓｕ
ｍｅｉ」内のファイルの一覧画面２００が表示されており、画像ファイル４６、４７がこ
のフォルダに格納されている。ここではカーソル４８は画像ファイル４６にフォーカスし
ている。領域４４には画像ファイル４６に付与された属性を示す属性アイコン４９～５４
が表示されている。
【０００５】
　このとき機能キー６１が押下されると、これに応じて、図９Ｂに示すように、カーソル
４８がフォーカスしている画像ファイルを対象として実行される機能の一覧が機能メニュ
ー２１１として表示される。機能メニュー２１１には、処理名２１２「イメージ編集」、
処理名２１３「タイトル編集」、処理名２１４「イメージ表示」、処理名２１５「イメー
ジ貼付」、処理名２１６「イメージ情報」、処理名２１７「メール作成」、処理名２１８
「ＩＣ間送信」が提示されている。機能メニュー２１１の右上に「１／３」と表示されて
いるように、機能メニュー２１１には現在表示されているもの以外にあと２ページある。
下移動キー５６を押下してカーソル２１６を動かすことにより、不図示の残りのページが
表示される。
【０００６】
　図９Ｂの画面２１０では、処理名２１６「イメージ情報」にカーソル２１９が合わされ
ている。この状態で選択キー５７を押下すると、画像ファイル４６の属性がイメージ情報
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として表示される。例えば、「外部メモリへの移動」が「可」であることが示されている
。
【０００７】
　ここで、利用者が画像ファイル４７を外部メモリに移動しようとしているとする。また
、利用者は画像ファイル４７の属性については知らないものとする。このとき、利用者は
カーソル４８を画像ファイル４７に合わせて、外部メモリへの移動に対応する属性アイコ
ンが表示されているか否かを見て可否を知ることができるが、言い換えると、そのアイコ
ンがどのような図柄か知らない場合はこの段階では可否を判断できない。機能キー６１、
処理名２１６「イメージ情報」と続けて押下してイメージ情報を参照することにより可否
を知ることができるが、この場合、可否を確認した後、画面２２０から画面２１０に戻り
、機能メニュー２１１の別ページに移動して不図示の処理名「外部メモリへの移動」を選
択するといった手順を踏むことになる。画面２２０から画面２１０に戻る手間を省くため
に、機能メニュー２１１上で、処理名２１６「イメージ情報」を選択することなく、直接
に処理名「外部メモリへの移動」を選択することも考えられるが、このような手順を経る
と、画像ファイル４７に対して「外部メモリへの移動」が許可されていない場合がある。
つまり、所望の属性を示すアイコンの図柄を知らない利用者は、確実ではあるが機能メニ
ューへの戻りを伴う操作を行うか、機能メニューに戻ることはないが失敗する恐れがある
操作を行うかの二択を強いられていた。
【０００８】
　本発明に関連する発明が記載されたものとして、特許文献１及び２を挙げる。
【０００９】
【特許文献１】特開２００２－０７３２４５号公報
【特許文献２】特開２００４－０３８３０８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明はこのような状況に鑑みてなされたものであり、本発明が解決しようとする課題
は、コンテンツファイルを対象として一の処理を実行することを許可するか否かを示す属
性を、コンテンツファイルに付与する携帯情報処理装置において、属性アイコンの図柄を
覚えることなく、また、メニュー間の戻り操作を行うことなく、コンテンツファイルに対
し、そのコンテンツファイルに対して許可属性が与えられた処理のみを利用者が実行し、
不許可属性が与えられた処理については実行を試みる必要がない携帯情報処理装置を提供
することである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上述の課題を解決するため、本発明は次のようなコンテンツデータの処理方法、プログ
ラム、及び、携帯情報処理装置を提供する。
【００１２】
　本発明は、その一態様として、記憶装置、画像表示装置、入力装置及び演算処理装置を
備える携帯情報処理装置におけるコンテンツデータの処理方法において、そのコンテンツ
データを対象としてある処理を行うことが許可されているか否かを示す属性を付与してコ
ンテンツデータを記憶装置に保存する段階と、記憶装置に保存されたコンテンツデータの
一部乃至全部からなる一覧であるコンテンツデータ一覧を画像表示装置にて表示する段階
と、表示されたコンテンツデータ一覧の中から一のコンテンツデータを選択する操作を入
力装置にて受け付ける段階と、選択された一のコンテンツデータに対して付与されている
属性の一部乃至全部からなる一覧である属性一覧を、許可の値を有する属性と不許可の値
を有する属性とを異なる形態として画像表示装置にて表示する段階と、属性の許否の値に
応じて、その属性に対応する処理の実行乃至不実行を演算処理装置にて判定する段階とを
含むことを特徴とするコンテンツデータの処理方法を提供する。
【００１３】
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　また、本発明は、他の一態様として、記憶装置、画像表示装置、入力装置及び演算処理
装置を備える携帯情報処理装置の演算処理装置にて実行されるプログラムにおいて、その
コンテンツデータを対象としてある処理を行うことが許可されているか否かを示す属性を
付与してコンテンツデータを記憶装置に保存する手順と、記憶装置に保存されたコンテン
ツデータの一部乃至全部からなる一覧であるコンテンツデータ一覧を画像表示装置にて表
示する手順と、表示されたコンテンツデータ一覧の中から一のコンテンツデータを選択す
る操作を入力装置にて受け付ける手順と、選択された一のコンテンツデータに対して付与
されている属性の一部乃至全部からなる一覧である属性一覧を、許可の値を有する属性と
不許可の値を有する属性とを異なる形態として画像表示装置にて表示する手順と、属性の
許否の値に応じて、その属性に対応する処理の実行乃至不実行を演算処理装置にて判定す
る手順とを演算処理装置にて実行させるためのプログラムを提供する。
【００１４】
　また、本発明は、他の一態様として、携帯情報処理装置において、そのコンテンツデー
タを対象としてある処理を行うことが許可されているか否かを示す属性を付与してコンテ
ンツデータを保存する記憶装置と、記憶装置に保存されたコンテンツデータの一部乃至全
部からなる一覧であるコンテンツデータ一覧を表示する装置であって、一のコンテンツデ
ータに対して付与されている属性の一部乃至全部からなる一覧である属性一覧を、許可の
値を有する属性と不許可の値を有する属性とを異なる形態として表示する画像表示装置と
、表示されたコンテンツデータ一覧の中から一のコンテンツデータを選択する操作を受け
付ける入力装置と、属性の許否の値に応じて、その属性に対応する処理の実行乃至不実行
を判定する演算処理装置とを備えることを特徴とする携帯情報処理装置を提供する。
【発明の効果】
【００１５】
　従来のメニュー構造では、属性の表示と、その属性に係る処理とが利用者に対して並列
的に提示されていた。このため、利用者は、属性表示コマンドを実行してコンテンツファ
イルの属性の有無を確認し、属性表示コマンドを終了した後、所望の処理を選択実行する
か、属性の確認を省略して、そのコンテンツファイルに対しては許可されていないかもし
れない処理を選択し、選択結果から実行の可否を確認するかの二択を迫られていた。
【００１６】
　本発明によれば、属性表示コマンドと、属性に応じて許否が異なる処理とが直列的に提
示されるので、コンテンツファイルの属性が許可であっても不許可であっても余計な操作
をする必要がない。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　本発明の一実施の形態である携帯電話端末について実施例に即して以下に説明する。
【実施例１】
【００１８】
　本発明の一実施例である携帯電話端末１００について図１を参照して以下に説明する。
携帯電話端末１００は、制御部１を中心として、無線部２、音声処理部３、音声入出力部
４、操作部５、表示部６、内部メモリ７、外部メモリ８、赤外線通信部９、カメラ１０、
非接触型ＩＣチップ１１を備える。
【００１９】
　無線部２は無線電波を送受する送受信アンテナ１２を備え、送受信アンテナ１２で受信
された送受信波を変調、復調する。
【００２０】
　音声処理部３はエンコード、デコードなどの処理を行う。
【００２１】
　音声入出力部４はマイク、スピーカ等を備え、携帯電話端末１００のユーザの声等の音
声の入力を受け付け、通話相手の声を外部に出力してユーザに伝達する。
【００２２】
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　操作部５はテンキー、方向入力キー、ソフトキー等の入力装置を備える。
【００２３】
　表示部６は液晶ディスプレイ装置、有機ＥＬディスプレイ装置等のディスプレイ装置を
備え、文字、画像、動画をユーザに対して表示する。
【００２４】
　内部メモリ７は携帯電話端末１００に内蔵された取り外し不可能なメモリ装置である。
【００２５】
　外部メモリ８はメモリカード接続用インタフェース装置とそのインタフェース装置に接
続されるメモリカードを備える。メモリカードはリムーバブルメディアであり、携帯電話
端末１００の外部メモリスロットに抜き差し可能であり、外部メモリスロットにメモリカ
ードを挿入すると、そのメモリカードはメモリカード接続用インタフェース装置を介して
携帯電話端末１００に接続されることとなる。メモリカードには例えばｍｉｎｉＳＤカー
ド、ｍｉｃｒｏＳＤメモリカード、ＳＤＨＣメモリカードのような所謂ＳＤメモリカード
、各種メモリースティック（登録商標）等がある。
【００２６】
　赤外線通信部９は例えばＩｒＤＡ規格に準拠したＩｒＤＡモジュールを備える。
【００２７】
　カメラ１０はデジタルカメラであり、ＣＭＯＳ（Ｃｏｍｐｌｅｍｅｎｔａｒｙ　Ｍｅｔ
ａｌ　Ｏｘｉｄｅ　Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒ）イメージセンサやＣＣＤ（Ｃｈａｒｇ
ｅ　Ｃｏｕｐｌｅｄ　Ｄｅｖｉｃｅ）イメージセンサといった撮像素子を備える。
【００２８】
　非接触型ＩＣチップ１１として例えばＦｅｌｉｃａ（登録商標）を備える。
【００２９】
　図２を参照して制御部１について説明する。制御部１は携帯電話端末１００の動作を制
御すると共に、テキスト、画像、動画等のデータに対して各種の処理を行う。ここでは携
帯電話端末が行う一般的な制御や処理についての説明は省略し、本発明に係る制御や処理
について説明する。制御部１は、内部メモリ制御部２１、外部メモリ制御部２２、カメラ
制御部２３、表示制御部２４、赤外線通信制御部２５、非接触型ＩＣチップ制御部２６、
メール生成処理部２７、ｃＨＴＭＬメール生成処理部２８、画像編集処理部２９、属性表
示処理部３０を備える。
【００３０】
　内部メモリ制御部２１は内部メモリ７に対するデータの書き込み、読み出しに関する処
理を行う。
【００３１】
　外部メモリ制御部２２は外部メモリ８に対するデータの書き込み、読み出しに関する処
理を行う。
【００３２】
　カメラ制御部２３はカメラ１０を制御して静止画及び動画を撮影する処理を行う。
【００３３】
　表示制御部２４は表示部６を制御して、表示装置にテキスト、画像、動画を表示する。
【００３４】
　赤外線通信制御部２５は赤外線通信部９を制御して、赤外線通信手段を備える他の携帯
電話端末等との間で赤外線通信によるデータ通信を行う。
【００３５】
　非接触型ＩＣチップ制御部２６は、非接触型ＩＣチップ１１に対し、非接触型ＩＣカー
ドリーダー／ライター装置や、他の非接触型ＩＣカードとの間でのデータ通信を行うよう
に制御する。
【００３６】
　メール生成処理部２７、ｃＨＴＭＬメール生成処理部２８は操作部５での入力操作に応
じてメールデータを生成する。どちらも画像ファイル、音声ファイル、動画ファイル等の
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各種コンテンツファイルを添付したメールを生成することが可能である。メール生成処理
部２７はテキスト形式のメールを生成する。ｃＨＴＭＬメール生成処理部２８はｃＨＴＭ
Ｌ（ｃｏｍｐａｃｔ　ＨＴＭＬ）形式のメールを生成する。
【００３７】
　画像編集処理部２９は画像ファイルに対して拡大、縮小、回転、反転、トリミング、合
成等の様々な編集処理を行う。
【００３８】
　次に、属性表示処理部３０の動作について説明するが、これに先立って、属性表示処理
部３０の動作に入る直前に表示部６に表示されている画面について例を挙げて説明する。
【００３９】
　今、表示部６は図３のような画面４０を表示しているものとする。画面４０は領域４１
～４５からなる。領域４１の右端には「０４：５１」を示すデジタル時計が表示されてお
り、その左隣にメモリカードがセットされていることを示すアイコンが表示されている。
領域４２にはフォルダ名「ｈａｔｓｕｍｅｉ」が表示されており、領域４３にはフォルダ
「ｈａｔｓｕｍｅｉ」内に格納されている画像ファイルのサムネイル４６、４７が表示さ
れ、更に、サムネイル４６を囲む枠線として、サムネイル４６を選択していることを示す
カーソル４８が表示されている。領域４４には日付と時刻が表示され、その下に属性アイ
コン４９～５４が表示されている。サムネイル４６、４７に対応する画像ファイルは、そ
れぞれある処理の対象となることが許可されているか否かを示す属性を有している。属性
アイコン４９～５４は、カーソル４８が現在選択しているサムネイルに係る画像ファイル
に対し、許可されている処理を示している。図３ではカーソル４８が選択しているのはサ
ムネイル４６であるので、属性アイコン４９～５４は、サムネイル４６に対して付与され
た属性を示すことになる。領域４５には、操作部５のソフトキーに対して現在割り当てら
れている機能が表示されている。
【００４０】
　属性アイコン４９～５４について説明する。属性アイコン４９の表示は、選択されてい
るサムネイルが示す画像ファイルを添付してのメール作成が許可されていることを示す。
属性アイコン５０の表示は、その画像ファイルを添付してのｃＨＴＭＬ形式メールの作成
が許可されていることを示す。属性アイコン５１の表示は、その画像ファイルを待受画面
として設定することが許可されていることを示す。属性アイコン５２の表示は、その画像
ファイルを赤外線通信部９または非接触型ＩＣチップ１１を介して他装置に送信すること
が許可されていることを示す。属性アイコン５３の表示は、その画像ファイルの外部メモ
リ８へのコピーが許可されていることを示す。属性アイコン５４の表示は、その画像ファ
イルに対する編集作業が許可されていることを示す。編集作業とは例えば拡大、縮小、回
転である。
【００４１】
　これらの属性は、例えば、その画像ファイルがはじめて携帯電話端末１００に保存され
たときに付与される。例えば、カメラ１０を用いて撮影して生成した画像ファイルを内部
メモリ７または外部メモリ８に保存する場合、制御部１は、内部メモリ制御部２１または
外部メモリ制御部２２を介し、属性アイコン４９～５４に対応する全ての処理についての
許可属性をその画像ファイルに付与した上で、内部メモリ７または外部メモリ８に格納す
ることが考えられる。また、携帯電話端末１００の出荷時に内部メモリ７に保存しておく
画像ファイルや、無線部２を介してネットワーク上からダウンロードした画像ファイルに
対して、メール添付、ｃＨＴＭＬメール添付、外部メモリへのコピー、編集作業を不許可
とすることが考えられる。
【００４２】
　図３の領域４５においてソフトキーに対して割り当てられている機能を説明する。操作
部５に含まれる不図示の７つのソフトキーに対して、上移動キー５５、下移動キー５６、
左移動キー５７、右移動キー５８、表示キー５９、属性キー６０、機能キー６１が割り当
てられている。上移動キー５５、下移動キー５６、左移動キー５７、右移動キー５８はい



(9) JP 2010-61499 A 2010.3.18

10

20

30

40

50

ずれもカーソル４８等の移動に関する入力を受け付けるキーであり、例えば、図３の状態
で右移動キー５８が押下されると、制御部１は表示制御部２４を介して表示部６での表示
を、カーソル４８がサムネイル４７を選択した状態に更新する。表示キー５９の押下に応
じて、制御部１は、表示制御部２４を介して、カーソル４８にて選択しているサムネイル
が示す画像ファイルを表示部６にて表示する。属性キー６０の押下に応じて、制御部１は
、カーソル４８が選択している画像ファイルを対象とする属性表示処理を属性表示処理部
３０にて実行させる。機能キー６１の押下に応じて、カーソル４８が選択している画像フ
ァイルを対象とする機能メニューが表示される。機能メニューには画像ファイルの有する
属性と無関係に実行可能な処理の一覧が表示される。
【００４３】
　ここで、属性表示処理について図４を参照して更に説明する。属性表示処理部３０は、
表示制御部２４を介して表示部６に図５のような属性表示画面７０を表示させる。属性表
示画面７０にはサムネイル４６に関連付けられた画像ファイルを対象とする複数の処理が
表示される。以下、サムネイル４６、４７に関連付けられた画像ファイルをそれぞれ画像
ファイル４６、４７と呼ぶものとする。
【００４４】
　属性表示画面７０の各部について説明すると、領域７１に属性表示画面であることが表
示され、その下の領域７２に属性キー６０を押下したときにカーソル４８が選択していた
サムネイル４６に対応する画像ファイル４６の属性の一覧が属性詳細として表示される。
領域７２には属性アイコン４９～５４が画面左端に縦一列に表示され、それぞれの右横に
処理名７３～７８が表示される。図５ではカーソル７９は処理名７３を選択した状態にな
っている。画面４０にて表示キー５９が割り当てられていたソフトキーに対しては、画面
７０では選択キー８０が割り当てられている。選択キー８０の押下は、カーソル７９にて
選択されている処理名（図５では処理名７３「メール添付」）の処理を、図３にて選択さ
れていたサムネイルに対応する画像ファイル（図３ではサムネイル４６）に対して実行す
ることを意味する。閉キー８１は画面４０における機能キー６１のソフトキーに対して割
り当てられるキーであり、属性表示画面７０を閉じて画面４０に戻ることを意味する。
【００４５】
　属性アイコン４９の左横に処理名７３「メール添付」、属性アイコン５０の左横に処理
名７４「ｃＨＴＭＬメール添付」、属性アイコン５１の左横に処理名７５「待受画面設定
」、属性アイコン５２の左横に処理名７６「赤外線／ＩＣ間通信」、属性アイコン５３の
左横に処理名７７「外部メモリにコピー」、属性アイコン５４の左横に処理名７８「編集
可能」が表示される。このように、属性アイコンに対応する処理名が表示されるため、ユ
ーザは各アイコンの意味を覚える必要がない。
【００４６】
　表示部６にて属性表示画面７０を表示しているとき、選択キー５６が押下される（ステ
ップＳ３）と、属性表示処理部３０は、カーソル７９が選択している処理名が示す処理の
実行が許可されているか否かを判定（ステップＳ４）し、許可されている場合はその処理
を起動（ステップＳ５）して、属性表示処理については終了する（ステップＳ６）。
【００４７】
　画面４０に示すように、画像ファイル４６は属性アイコン４９が表示されており、画像
ファイル４６に対するメール添付処理は許可されている。このため、属性表示画面７０が
表示されている状態で選択キー８０が押下されると、属性表示処理部３０はメール生成部
２８を呼び出し、画像ファイル４６を添付したメールを作成する処理に移行する。このと
きメール生成処理部２８は表示制御部２４を介して表示部６にて図６のような画面９０を
表示して、携帯電話端末１００の利用者に対し、メールの作成を促す。これに応じて、利
用者が操作部５を介して宛先欄９２、サブジェクト欄９３、本文欄９４に必要な事項を入
力し、更に必要に応じて、画面４０における属性キー６０に対応するソフトキーである添
付キー９７を押下して添付ファイルを追加した後、別のソフトキーである送信キー９６を
押下すると、携帯電話端末１００は画像ファイル４６を添付したメールを送出する。
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【００４８】
　ここまでは画像ファイル４６を対象とする属性表示処理について説明した。画像ファイ
ル４６は、「メール添付」、「ｃＨＴＭＬメール添付」、待受画面設定」、「赤外線／Ｉ
Ｃ間通信」、「外部メモリにコピー」、「編集可能」の全処理に対して許可属性を有する
。これに対して、「外部メモリにコピー」に対して不許可属性を有する画像ファイルを対
象とする属性表示処理について説明する。
【００４９】
　画面４０が表示されている状態において左移動キー５８を押下すると、図７に示すよう
に、カーソル４８がサムネイル４６からサムネイル４７に移動する。画像４０と比較する
と、サムネイル４７に対応する画像ファイル４７が有する属性に応じて、領域４４におい
て属性アイコン４９～５２、５４は表示されたままであるが、属性アイコン５３が非表示
となる。
【００５０】
　この状態で属性キー６０が押下されると、制御部１は属性表示処理部３０を呼び出し、
属性表示処理部３０は表示制御部２４を介して表示部６にて図８のような属性表示画面７
０ａを表示する。属性表示画面７０ａにおいては、画像ファイル４７に対する「外部メモ
リにコピー」処理が非許可であることに対応して、処理名７７ａ「外部メモリにコピー」
がグレーアウト、点線、網掛け等、他の処理名７３～７６、７８とは異なる態様で表示さ
れる。これにより、画像ファイル４７に対して許可されていない処理があること、その処
理の名称が「外部メモリへのコピー」であることを利用者に対して明示的に伝えることが
できる。属性表示画面７０ａにおいて、カーソル７９を処理名７７ａ「外部メモリにコピ
ー」に合わせて、選択キー８０を押下する操作がなされると、属性表示処理部３０は、画
像ファイル４７の「外部メモリにコピー」属性を不許可であると判定（ステップＳ４）し
て、そのまま処理を終了する（ステップＳ６）。つまり、このとき属性表示処理部３０は
、外部メモリ制御部２１を呼び出すことなく、従って外部メモリ制御部２１を介して外部
メモリ８に画像ファイル４７をコピーすることはない。
【００５１】
　以上、実施例に基づいて本発明について説明したが、本発明はこれに限定されるもので
はなく、本発明の技術的範囲内において自由に変更を加えてもよいことは当業者には明ら
かであろう。
【００５２】
　例えば、本発明は携帯電話端末に限定して適用されるものではなく、ＰＨＳ端末その他
の移動通信端末、ポータブルテレビ、ポータブルナビゲーションシステム、電子手帳等の
様々な携帯情報処理装置に対しても適用可能である。
【００５３】
　また、属性を付与するコンテンツデータとして画像を想定して説明したが、本発明はこ
れに限定されるものではなく、コンテンツデータを音声データや動画データとして、こう
したデータに対して属性を付与してもよいことは当業者には自明であろう。
【図面の簡単な説明】
【００５４】
【図１】本発明の一実施例である携帯電話端末１００のブロック図である。
【図２】携帯電話端末１００の制御部１のブロック図である。
【図３】表示部６にて表示される画面４０について説明するための図である。
【図４】制御部１にて実行される属性表示処理について説明するためのフローチャートで
ある。
【図５】表示部６にて表示される属性表示画面７０について説明するための図である。
【図６】表示部６にて表示される画面９０について説明するための図である。
【図７】表示部６にて表示される画面４０ａについて説明するための図である。
【図８】表示部６にて表示される属性表示画面７０ａについて説明するための図である。
【符号の説明】
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【００５５】
１　制御部
２　無線部
３　音声処理部
４　音声入出力部
５　操作部
６　表示部
７　内部メモリ
８　外部メモリ
９　赤外線通信部
１０　カメラ
１１　非接触型ＩＣチップ
２１　内部メモリ制御部
２２　外部メモリ制御部
２３　カメラ制御部
２４　表示制御部
２５　赤外線通信制御部
２６　非接触型ＩＣチップ制御部
２７　メール生成処理部
２８　ｃＨＴＭＬメール生成処理部
２９　画像編集処理部
３０　属性表示処理部
４０、４０ａ、９０　画面
４１、４２、４３、４４、４５、７１、７２、９１～９５　領域
４６、４７　画像ファイル
４８、４８ａ　カーソル
４９～５４　属性アイコン
５５　上方向キー
５６　下方向キー
５７　左方向キー
５８　右方向キー
５９　表示キー
６０　属性キー
６１　機能キー
７０、７０ａ　属性表示画面
７３～７８　処理名
７７ａ　グレーアウト、点線、網掛け等を施した処理名
７９　カーソル
８０　選択キー
８１　閉キー
９６　送信キー
９７　添付キー
９８　機能キー
１００　携帯電話端末
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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